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とびっきりの笑顔 

 ９月２８日、NOBILYMPIC2023 が行わ

れました。天候がやや不順であった中、どの

カラーも（今年から赤群、青群、黄群と呼ぶよ

うになりましたね。）生徒が中心となって計画

を立て、練習に取り組みました。 

 そうした様子を見てきていたので、当日の

私のあいさつは「みなさんのとびっきりの笑

顔を期待しています。」と締めくくりました。 

 常々考えていることなのですが、私たちに

とって友だちの「笑顔」は一体何を表してい

るのだろうということです。授業中の「笑顔」、

廊下や通学路での友だちとの会話で見られ

る「笑顔」……。それぞれのシチュエーション

によって意味は変わってくると思うのですが、

NOBILYMPIC のような大きな行事での

「笑顔」は、みなさんのやる気、期待感、達成

感、充実感……。最後には「行事をやり切った」

という感覚があるからこそみられる表情なの

だと思います。 

 生徒会種目の提案や、３年生を中心とした

ダンスの取り組みを考えると、夏休み前から

動いていたこの企画。「やり切った」という思

いがみなさんにしっかりと残っていることを

願っています。 
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野比中だより 

きずな 

―響き合いを大切に― 

横須賀市立野比中学校 
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新種目 野比の宅急便 

やった！ 

フィニッシュ！！ 

大縄跳び クラスの力を結集 

力を出し切る！ 



 

あなたが好き 私が好き 横須賀が好き と誇れる人づくり 

優しくするのに理由なんてない 
 先日、昼休みに浦島先生に用事があって、

保健室を訪れました。その時、保健室に来て

いたある生徒と雑談をしたのです（まぁ、だ

いたい廊下であった生徒と雑談をすること

は多いのですが）。何の話題だったのかは、

忘れてしまったのですが、 

「○○さん（雑談相手の生徒）は、いつもボク

に優しくしてくれるよね。」 

と何気なく話したのです。するとその生徒は 

「えー、優しくするのに、理由なんていらない

じゃん。いつもそういう気持ちでいるよ。」 

と返してくれました。 

 とかく学校にいる大人（多くの先生方、私も

含めて）は生徒たちに、 

「仲間に優しくしよう」 

というようなことを言っています。仲間に対

して親切にするとか、仲良くするとか、そうい

うことを大前提にしているので、「仲間に優し

くする」ということはごく当たり前のこととし

て考えていたので、○○さんの言葉を聞いて、

はっとさせられたのです。 

 その時の雑談相手である○○さんは、私と

の会話で、ちょっと間があったとか、そういう

ことはなく、即座に反応しての「理由なんてな

いじゃん」という言葉だったので、これはきっ

と○○さんにとっては普通の感覚、私からす

ると生き方そのものを反映した言葉なので

はないかと感じさせられました。 

 あらためて現在の人間関係、そしてこれま

での人間関係を振り返ってみました。 

 例えば家族。いつも一緒にいるから、時に

はイラっとすることもあるけれど、何か頼ま

れたら「仕方ないなぁ……」とぶつぶつ言い

ながらも、お手伝いをすると思うのです。こ

の時の行為が「優しさ」かどうかはわからな

いけれども、頼まれたら引き受けるというこ

とには理由はあまりないように思います。 

 友だちにたいしても同じことが言えそうで

す。たまにイラっとすることがあるかもしれ

ないけど、何か頼まれごとをされたら、どう

しても外せない用事がない限りは、相手が困

っているなら、頼まれごとを引き受けている

ことが多いと思います。 

 実は、友だち、家族、周囲のいろいろな人に

対して、「優しくする」にはもはや「理由」なん

ていらないのですね。当然見返りなんて求め

ていません。無償の行為なのです。理由があ

るとすれば「だって人の役に立ちたい」とい

う理由ことでしょう。〇○さんの生き方から

生まれているこの感覚。あらためて気づかさ

れました。 

襷
たすき

をつなぐ 
 テレビのニュースでは箱根駅伝の予選会に

ついての報道がありますが、１０月１４日に第

７４回（男子）第４０回（女子）横須賀市中学校

駅伝競走大会が国道１６号馬堀海岸区間折り

返しコースで開催されました。 

 当日は早朝６：００過ぎから市内中学校の先

生方が馬堀海岸公園に集まり始め、準備が始

まりました。 

 野比中学校では夏休み前に運動部の生徒

を中心に選考会を行い、選抜された生徒たち

は夏休み期間から練習を積み重ねました。そ

うした取り組みの結果、男子は総合１０位（５

５分５３秒）、女子は総合優勝（４４分０７秒）と

いう成績を残すことができました。特に女子

は１１月３日に横浜市金沢区で行われる県大

会に横須賀市代表として出場することになり

ました。 

 駅伝という競技は、襷（たすき）と一緒にこ

れまで取り組んできた仲間の想いを運びま

す。「走る」行為はたった一人で行われる孤独

なものですが、襷にいろいろな人の想いが染

み込んでいるのです。 


